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※ 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社は経済産業省が定めるDX認定企業です

富士フイルムビジネスイノベーションジャパンにおける
個人とチームの生産性を高める働き方改革の取り組み
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富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社
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富士フイルムビジネスイノベーションジャパンご紹介
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富士フイルムビジネスイノベーションジャパンについて
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事業概要事業理念



FUJIFILM Business Innovation Japan Corp.

富士フイルムビジネスイノベーションジャパンのあゆみ
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「人を中心としたコミュニケーション」を進化させ、デジタルを活用した新しい働き方をお客様、社会に提案し続けています。
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2023

IT Expert Services

IT運用/管理業務を
支援するITサポート
サービス

FUJIFILM IWpro

お客様の利用ｼｽﾃﾑ
を最大限生かした
業務プロセス変革
を支援しDXを加速

Apeosブランド投入

複合機DXでの
デジタル化促進

複合機DX

ソリューションサービス
カラー・デジタル化モノクロ

Bridge for InnovationSmart Work Gateway

常にお客様のビジネス環境の変化に応えコミュニケーション変革を牽引

1962
創業

1979
販売会社設立

2005
34販売会社体制

2012
31販売会社体制

2021
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン創立
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営業生産性向上に向けた活動
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営業生産性向上に向けた活動

2008年（リーマンショック）の危機脱却を目指し、営業生産性向上を目的として営業活動と仕組み、働き方を改革。

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

施
策
の
連
動
に
よ
り
生
産
性
向
上
を
加
速

営業の基本の徹底（お客様接点力強化/関係性強化）

営業プロセス革新

増力化

省力化

⚫ 営業プロセス標準化
⚫ チーム営業力強化
⚫ 営業活動データ分析
⚫ バックオフィス強化

働き方変革プロジェクト

行動量/スピードの
最大化

提案品質/
能力の向上

⚫ モバイル環境構築
⚫ 業務BPR
⚫ 電子帳票/電子契約
⚫ 人事制度/ルール見直し
⚫ テレワーク推進
⚫ オフィス環境構築
⚫ ハイブリッドワーク
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課題認識（2008年当時）

営
業
生
産
性
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
開
始

2008年における課題

業 績

複合機の稼働台数減少
↓

売上減少

顧客満足度調査

2006年以降

CSが1位から転落

お客様

⚫ お客様業務プロセスの変化

⚫ 永年のお客様から関係性の

 希薄化を懸念する声

営業現場

⚫ お客様の要求スピードに

 追随できていない

⚫ 無駄が多く仕事が回らない

経営

⚫ 顧客接点活動強化/CS向上

⚫ 業務生産性改善
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営業生産性の評価指標

営業工数調査により、十分な「顧客価値向上時間」が確保できていないことが判明。
働き方変革により「社内付帯業務」を削減し、改善した時間を「顧客価値向上時間」にシフトするとともに、
営業プロセス革新での営業力増加を目指す。

※ 食事、休憩は対象外

増力化 省力化

46%

社内付帯業務時間
（事務処理など）

⚫ 社内報告資料作成

⚫ 活動情報入力

⚫ 勤怠/交通費処理

⚫ 機器の確保

⚫ 機器発注

⚫ 関連部門調整

改革前
2008年 29%

顧客価値向上時間
（お客様へ向かう時間）

⚫ 顧客面談

⚫ 情報収集

⚫ データ分析

⚫ 関連部門との討議

⚫ 提案書作成

その他

⚫ 移動時間

⚫ 機器設置

工数をシフト
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取り組みの全体像

⚫ 営業プロセス

⚫ 社内業務プロセス
⚫ 帳票

⚫ 仕組み/システム

⚫ 営業マネジメント

⚫ 価値提供能力

⚫ ルール

⚫ お客様接点力

IT環境（モバイルPC/スマホ展開、情報電子化）

営業取引ルール（取申）・セキュリティールール

お客様

社内業務プロセス見直し・帳票の整理統廃合

帳票運用ルール

管理廃棄移動手配商談取申

人事制度(リモートワーク/在宅制度)

スタッフ
専門/SE/
CE/eSR

アカウント
営業

バック
オフィス

行動量・スピード 提案品質/提供能力×

チームでの情報共有・連携

提供価値の向上・生産性の向上

営
業
活
動
の
全
体
構
造

SFA

アプローチ セリング デリバリ ケア

Deal Hub SBO

営業BI

オフィス環境構築
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営業プロセス革新

増力化

省力化

働き方変革

行動量/スピードの
最大化

提案品質/能力の
向上
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60%2020年 15
%

働き方変革

これまでの取り組みによる営業工数の変化

社内付帯業務、総労働時間を削減し、さらに営業生産性を大幅に改善。

その他顧客価値向上時間 社内付帯業務時間

改革前
2008年 29% 46%

労働時間

-20%

労働時間

-7%48%2013年 32%

営業
プロセス革新

営業一人あたり

売上1.4倍
（2013年→2019年）
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新しいテレワーク環境に対する考え方

⚫ お客様へのレスポンスを考慮して全国の都市にオフィスを配置。
⚫ お客様との関係を最優先にオフィスと在宅の二者択一ではなく、仕事の都合に合わせて

「いつでも・どこでも・誰とでも」働けるような環境を構築。

いつでも

誰とでも

どこでも

「営業生産性向上」
「従業員の働きやすさ」
「コンプライアンス」

の並立を目指して

自宅

お客様

グループ会社
オフィス

CocoDesk
個室型ワークスペース

30

豊洲センター
オフィス

サテライト
オフィス

レンタル
オフィス

実家
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Before/With/Atferコロナでのオフィスのあり方

⚫ オフィスに出社する目的は「お客様との共創、360°コミュニケーション、生産性向上の実現」
⚫ コロナ禍でもオフィスコンセプトに影響はなく、当初の設計通りにオフィスを構築

出社率の変化

31

出社/テレワーク
を組み合わせた

ハイブリッド
ワーク

を実現

Afterコロナ

⚫ Afterコロナでは業務の内容
や時々の情勢に合わせ、柔軟
な対応を行う。
平時からオフィス環境や
テレワーク環境の準備が重要。

⚫ Afterコロナでのオフィスは
作業空間としての役割は低下
し、コミュニケーションの場
としての役割が増加すると
考えられる。

出社

テレワーク

※テレワーク（直行直帰/在宅/サテライトオフィス/レンタルオフィス/他）

Beforeコロナ
働き方改革

Withコロナ
緊急事態宣言働き方改革以前

出社
100%

基本出社

テレワーク/
在宅

の禁止

出社
70%

テレワーク
30%

出社
20%

テレワーク
80%

出社抑制

テレワーク/
在宅/

サテライト
の活用

モバイル化

直行直帰/
サテライト/

在宅
の活用

テレワーク
0%

新たな働き方へ
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富士フイルムビジネスイノベーションジャパン流のABWの働き方

ABWは一般的には「個人の自己裁量の最大化」など「個人」の働き方に焦点があてられがちです。
富士フイルムBIジャパンでは、「個」の生産性向上とともに「強いチーム力」を発揮することで生産性の向上をはかり、
それぞれの要件を同時に成り立たせるため富士フイルムBIジャパン流のActivity Based Workingである、
“TEAM の ABW”を実践します。

いつでも・どこでも・誰とでも

生産性向上

アウトプット最大化

チームでも働きやすい
富士フイルムBIジャパン流

ABW

32

テレワーク

チーム

オフィスワーク

ファミレスブース コラボレーションエリア

Web会議/チャット
リアル・バーチャルコミュニケーション

テレワーク

オフィスワーク

集中デスク オープンデスク

自宅/外出先サテライトオフィス
レンタルオフィス

個人
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ABW/テレワークを支えるソリューション

33

人事制度/業務ルール/社内規定

オフィス環境 ・ ネットワークインフラ ・ セキュリティ

会議室

電子化した帳票ワークフロー
により「いつでも、どこで
も」承認、回付が可能となり
社内業務の生産性が向上。

稟議プロセス電子化お客様/ファイル情報共有

SFA

Sharepoint

「いつでも、どこでも、誰と
でも」必要なファイルにセ
キュアにアクセスが可能。

複合機を活用し紙文書を電子
化し一元管理。紙から電子に
変換し、紙は廃棄することで
ペーパーストックレス環境を
実現。

Microsoft 365（Teams）活用

複合機スキャン

相手の状況に合わせてコミュ
ニケーション手段を選択。
チャット、Teams会議での画
面資料共有などコミュニケー
ションの品質と効率化が実現。

スキャン後廃棄

チャットでの
リアルタイムコミュニケーション

Web会議での
遠隔コミュニケーション

モバイルPC＋スマホ

セキュリティー対策を実施
し た モ バ イ ル PC を 展 開 。
スマートフォンも営展開し、
内外線統合、社内システム
/Microsoft 365など活用。

内外線統合/PCフォン

社内/社外問わず内線が繋がる
ため、内外線の使い分け不要
で連絡可能。
固定電話もPCフォン化するこ
とでABW環境で自由に働くこ
とができ、自宅等のテレワー
クでも会社外線の対応が可能
となった。

どこでもプリント

自拠点

他拠点 セブン‐イレブン

拠点内はもちろん他拠点でも
「どこでも」プリント可能。
外出時はセブン‐イレブンでも
プリント可能。

モニター＋無線接続、Web会
議機器、ホワイトボードの3
点セットがすべての会議室に
完備。すぐにWeb会議が開始
可能。

電子契約で「いつでも、どこ
でも」お客様への契約捺印依
頼が可能となり、お客様も
「いつでも、どこでも」契約
捺印が可能。

電子契約

社内帳票の電子化を
Docuworksで簡易に実現。規
定を定義し電子証明書付の電
子印を活用し、改ざん・なり
すましを防止。

社内文書電子化
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ABWを実現するファシリティ環境の構築

⚫ 働き方変革を促進するため、ABWを実現するファシリティ環境を構築。
⚫ 豊洲センターオフィス構築を機に、Team ABWに進化させて全国拠点への展開を加速。

34
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テレワーク実践事例 ユニークな取り組み
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全国横断でのインサイドセールス活動

⚫ 業務   全国32支社90,000社のお客様を42名で担当
⚫ 働く人々の状況 どの地域にどんな職制/役割のメンバーがいるかをマッピング
    子育て・介護・再雇用
    転居を伴う異動なしで、新規組織が発足
⚫ 働き方の挑戦 1つの組織でそれぞれの場所で共通の目標に向かって活動。

36

パートナー
転勤で異動

全国メンバー間のコミュニケーションの「壁」

・リモートではメンバーの顔色や様子が分かりにくい

・場所によっては1名で対応（「ぼっち」も発生）42名で
全国のお客様を

担当

子育て中
在宅勤務

再雇用

・リアル同様での会議や雑談が
できる環境構築

・密でスピーディな
コミュニケーション可能

仮想空間（メタバース）導入
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全国横断でのバーチャルでのコミュニケーション

⚫ 全国拠点に在席するiSRメンバー同士が、同じオフィスにいる感覚で働ける仮想空間（メタバース）を構築
Web上で自分のアバターを動かし、相手に近づけることで気軽に話しかけられる
アバターには指向性があり自分に近い声は大きく聞こえ、現実空間に居るような感覚になれる

37
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これまでの取り組みによる変化
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営業プロセス革新、働き方変革の効果

39

労働時間 削減

社内付帯業務時間

営業工数 省力化

-74％

顧客価値向上時間

営業工数 増力化

+209％

総労働時間 -20％

起票から決裁まで
リードタイム
7.0日→2.8日

ワークフロー

帳票出力枚数
76万/年削減

-40％

-76万枚

お客様との
電子契約状況

電子契約

50+％

営業契約
処理工数
(月間)

電子契約による効果

-5,000時間

帳票電子化
業務カバー状況

帳票電子化

80+％

営業プロセス革新の効果 働き方変革の効果

※2008年から2019年比較
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継続的な改革への取り組み

40

お客様への持続的な価値提供と自社の収益拡大に向け
継続的な改革に取り組む

社内業務プロセス改革

現状業務をゼロベースで見直し、営業業務
プロセス改革を通じ、収益拡大・CS向上を
実現する。

顧客接点改革

非対面の顧客接点を拡大し、営業工数創出
と収益成長に向け新たなオポチュニティを
獲得する。

営業工数創出 顧客接点拡大 CS向上
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